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結果として5035㎜と測定でしました。

35㎜はレーザードップラの特性です。
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原因①

　　　測定物が入った瞬間を完全にとらえる事が出来ませんので誤差になります。

原因②

　　　測定完了後。レーザーが途切れた瞬間より補間機能が働く為、誤差になります。



上記LDVの特性誤差を解消する為、別センサを使用します。
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2ｍ 2ｍ

ピッチ状況 後端センサ
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LDV測定開始

ピッチ状況 後端センサ

　　　　は測定中
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後端センサピッチ完了

ピッチ状況 後端センサ

LDV

先端センサ

LDV測定完了
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先端センサピッチ完了

ピッチ状況 後端センサ
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ピッチ結果 後端センサ

LDV

先端センサ

後端が完了した処 先端が開始した処

ここを測長したデータを使用します。

先端と後端の距離は４ｍです。

測長した結果は１ｍになります。

紫の距離は確定しているので上記の測長したデータに加算します。

 　＋ が物質の測長になります。


